
 

 

平成３０年度鹿屋体育大学大学院体育学研究科体育学専攻（博士後期課程）の 

選抜方法の一部変更について（予告） 

 

 平成３０年度（平成２９年度実施）大学院体育学研究科体育学専攻（博士後期課程）

の選抜方法について、下記のとおり変更を予定しています。 

  

記 

 

 【博士後期課程】 

   

  （現行） 

① 外国語（英語）（１００点満点で評価） 

  ・外国語（英語）は出願時に提出した「TOEFL 又は TOEIC のスコア」によって評価を

行います。 

・入学試験実施日から２年以内に受験した TOEFL 又は TOEIC（TOEIC－IP 含む）の

テストの結果を評価します。 

ただし、TOEFL－iBT24点未満の者、TOEIC（TOEIC－IP 含む）300点未満の

者は除きます。 

② 口述試験（５段階で評価） 

  ・専門的知識、研究計画及び提出論文等について試問します。 

・実施方法は、受験者の研究計画の内容についてのプレゼンテーション後に、質疑応

答形式で行います。 

・受験者１人当たりの時間は、おおむね25分とします。（内訳：準備時間５分、プレゼ

ンテーション時間５分、質問時間15分） 

 

 

 

  （変更予定） 

① 外国語（英語） １００点満点で評価 

   －内容は現行と同じ－ 

② 口述試験  ６０点満点で評価（ＳＳ及びＳＣ認定者は「可」「否」で評価） 

   －内容は現行と同じ－ 

③ 書類審査  ４０点満点で評価（ＳＳ及びＳＣ認定者は「可」「否」で評価） 

  ・研究計画書に基づき評価します。 

 

 

（注）詳細は、平成３０年度鹿屋体育大学大学院体育学研究科体育学専攻学生募集要項 

（平成２９年８月公表予定）にて確認してください。 


